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▶ 2020 年度 ン ───────────────────── 

ン  

ジ  
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時 2020 年 11 ⽉ 8 15:00〜17:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授  

主催 ⽯井 ⽣ 会 

催 ジェンダー研究所 

関 ⽣活 会 学研究 27  

 

 

開催  

前ジェンダー研究所⻑である⽯井クンツ昌⼦名誉教授の の がオンライン開催され、
300 名を える聴衆が した。当初は 3 ⽉に本学を会場にしての開催を 定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により 期となり、実施形態をオンラインに して 11 ⽉開催の運びとなった。 

⽯井教授は 2006 年 4 ⽉の本学教授 就任以来 14 年間にわたり、教育、研究、⼤学運 において ⼒
され、⼤学の国際 、ジェンダー研究の 進にも⼒を がれた。 は、 が する ポジ ィ

会学 とは かの解 に始まり、 リカおよび 本での研究・教育⽣活を り り、 後は、
者への ッセージで めくくられた。 私のこれまでの ⽣がそうであったように、 にはやは

りご のさま まな を⼤ になさり、そこから⽣まれてくる ちや学 や 事に対する
ーションを⼤事にしていただきたいと思います。 という⾔ は、とりわ 会 を て⼤学 で
の研究⽣活に⼊った ⽣たちの に響くものであろう。 

オンライン開催ではあったが、 の場には 会を構成する⽯井研修 ⽣が集まり、
の かな交流の ⼦が 間⾒られる場 もあった。 

および⽯井名誉教授の と業 ⼀ は、本学⽣活 会 学研究会が する ⽣活 会
学研究 27 2021 年 2 ⽉ 16 に されており、本学リポジトリ TeaPot でオンライ

ン 開されている http://www.lib.ocha.ac.jp/oab/42seikatsu/2021-02-16.html 。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

 2020 年度 ジェ 概要───────────── 
 

招聘教授プロジェクト の主な 的は、グローバルな視 から本学のジェンダーに関する教育
研究活動の⼀ の 進 び活性 を ることである。海外の 名な研究者を招聘し、⾼⽔ の研究プロ
ジェクトの実施、国際シンポジウムの ・登壇を 国際的な研究 ットワークの構 、⼤学 ⽣を
対 としたセミナー等での による国際 ルのジェンダー研究教育プログラムの実施に して
いただき 国際的研究拠点 としての研究所の ⼒を向上させる重要な事業である。 

新型コロナウィルス感染症対策としての国際移動の は、⼤学にお る研究教育活動の 々な場
に多⼤な影響を えており、海外の研究者の来 を必 とする 招聘教授プロジェクトも、活動の

を なくされた。 年度中は本研究所への 招聘教授の招聘はかなわなかったが、感染症の世
界的なま 状況を 視しつつ、 き続き招聘 ⼒を続 る所 である。 

このパンデミック下で改めて されたのは、イン ー ットを活 したオンライン では代替し
きれない、 的交流の である。 ーシ ルディス ンスの などの感染症のま 措置と

して、 々な⼿段を て研究教育の を とさ に⼤学事業を進める ⼒がされている。とはいえ、
教育においても研究においても、シンポジウムやセミナーなどの 的なイ ント開催においても、対
による 対 でこそ られるものがある。 

本プロジェクトは、海外の ⼀ の研究者との教育・研究の 場での 交流を実 させることで、
本学の研究・教育の 場の活性 を ってきた。そして、本学の招聘に て 招聘教授の任につい
た研究者たちは、 をもってその 務に当たり、多⼤な をしてくださっている。 

ごく い 来に、感染症への不 が しょくされ、 対 によるグローバルな学 交流が 開され
ることを願ってやまない。 
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